
編 集 後 記

ようやく発行にたどり着いたという気持ちである。大学の紀要というものの存在意義につい

て、十分な共通認識を得られないのが現状である。それが発行遅延の一因である。大学が教育

研究機関であることはいうまでもないが、研究の専門性が高まるにつれ、専門の異なる教員が

集まる学部では、紀要に対する位置づけも当然最優先のものではなくなる。

このような中で紀要にどのような新しい役割を見いだしていくのか。多くの新しい試みが行

われるべきであろう。微力を尽くしたい。

最後に、編集に意を尽くしていただいた研究支援課の皆さんに感謝を申し上げる次第である。
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